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ぎ ょうだ 自 治 連 だ より（１）第９６号 ２０２５年９月２６日

　
自
治
会
の
活
動
に
は
、
清
掃

な
ど
の
美
化
、
防
犯
、
防
災
活

動
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
や
、
地
域
の
祭
り
、

運
動
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域

の
親
睦
を
図
る
事
業
、
自
治
体

広
報
誌
の
配
布
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
地
域
で
は
、
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
お
祭
り
が
で
き

な
く
な
り
、
伝
統
文
化
の
保
存

や
継
承
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
限
ら
れ
た

役
員
の
動
員
な
ど
に
よ
り
運
営

す
る
ス
タ
イ
ル
も
限
界
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
幼
稚
園
や
保
育
園
で
も
園
児

が
少
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

単
独
で
行
う
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
耳

に
し
ま
す
。
そ
こ
で
近
く
の
幼

稚
園
や
保
育
園
に
呼
び
か
け
、

こ
ど
も
を
取
り
込
む
こ
と
で
親

も
取
り
込
み
、
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

今
ま
で
に
な
い
盛
大
な
お
祭
り

が
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
ま
た
、
市
民
運
動
会
で
す
が
、

各
地
の
住
民
の
減
少
に
よ
り
、

出
場
選
手
を
選
出
で
き
ず
、

「
お
楽
し
み
運
動
会
」
が
「
苦

し
み
運
動
会
」
に
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
競
争
で

は
な
く
、
市
民
の
皆
様
が
一
日

楽
し
め
る
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
も
の
で
す
。
　

（１）

（
１
）市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、み
ん
な
で
考
え

　
　
創
造
す
る
地
区
防
災
事
業
の
実
施
を
推
進
す
る

（
２
）研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

会
長

　小
池
　利
昌

行
田
市
自
治
会
連
合
会

忍
地
区
　
　
　
　
栗
原
　
光
夫
　
（
本
丸
）

行
田
地
区
　
　
　
小
池
　
利
昌
　
（
本
町
）

佐
間
地
区
　
　
　
長
岡
　
幸
雄
　
（
二
佐
間
）

持
田
地
区
　
　
　
江
原
　
史
郎
　
（
三
持
田
東
部
）

星
河
地
区
　
　
　
小
林
　
秀
樹
　
（
第
二
谷
郷
東
第
一
）

長
野
地
区
　
　
　
高
島
　
茂
夫
　
（
林
区
）

荒
木
地
区
　
　
　
森
田
　
敏
一
　
（
荒
木
上
宿
）

須
加
地
区
　
　
　
福
島
　
伸
悦
　
（
須
加
第
二
区
）

北
河
原
地
区
　
　
中
村
　
文
保
　
（
酒
巻
下
）

埼
玉
地
区
　
　
　
萩
原
　
　
実
　
（
冨
士
山
西
）

星
宮
地
区
　
　
　
加
藤
　
誠
一
　
（
中
里
）

太
井
地
区
　
　
　
段
下
　
茂
樹
　
（
深
水
町
）

下
忍
地
区
　
　
　
柴
田
　
公
司
　
（
堤
根
区
）

太
田
地
区
　
　
　
髙
鳥
　
和
子
　
（
小
針
）

南
河
原
地
区
　
　
間
宮
　
真
路
　
（
南
河
原
二
区
）

令
和
７
年
度

事
業
計
画
〈
重
点
実
施
事
項
〉

自
治
会
の
活
動

地
区
連
合
会
長
紹
介

■問合せ／行田市自治会連合会事務局　行田市役所地域活動推進課内 TEL:048-556-1111（内線251）

ぎ ょうだ 自 治 連 だ より 第９６号（４）２０２５年９月２６日

　
今
年
は
、
特
に
暑
い
、
熱
い
、

と
い
い
な
が
ら
、
朝
な
夕
な
に

ふ
っ
と
、
も
う
秋
の
気
配
を
感

じ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
各
自
治
会
で
は
、

夏
祭
り
等
々
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
、
苦
労
し

た
こ
と
を
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
お
寄
せ
下
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
御
執
筆
頂
き
ま
し

た
方
々
に
は
、
大
変
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
広
報
部
会  

副
部
会
長
　

高
島
　
茂
夫

集
編

記
後

（4）

ぎょうだ自治連だよりの
電子版はこちらから！
●自治会に関する情報を発信して
　います。

　
令
和
７
年
５
月
24
日
㈯
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
の

自
治
会
連
合
会
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
３
０
名
を
超

え
る
自
治
会
長
の
出
席
が
あ

り
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
や

令
和
６
年
度
事
業
実
施
報
告
、

令
和
７
年
度
事
業
実
施
計
画
、

令
和
７
年
度
行
政
事
務
協
力

依
頼
事
項
な
ど
、
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
令
和
７
年
５
月
24
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総

会
に
お
い
て
、
自
治
会
に
対
す
る
功
労
顕
著
な
方

21
名
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
連
合
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
方
10
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

❶
自
治
会
長
及
び
副
会
長
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以

　上
在
職
の
方

　
遠
藤
　
利
男
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
持
田
　
博
史
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
町
田
久
次
郎
（
緑
町
自
治
会
）

　
清
水
善
太
郎
（
一
持
田
北
自
治
会
）

　
小
林
　
秀
樹
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
高
島
　
茂
夫
（
林
区
自
治
会
）

❷
自
治
会
長
、
副
会
長
及
び
会
計
と
し
て
通
算
し

　て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
島
田
　
晴
義
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
清
水
　
敏
弘
（
元
内
大
手
自
治
会
）

❸
副
会
長
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
栁
　
　
尚
道
（
宮
本
自
治
会
）

　
荒
井
　
　
孝
（
二
佐
間
自
治
会
）

　
瀧
田
　
孝
市
（
第
二
谷
郷
新
田
自
治
会
）

　
猪
野
　
　
勝
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
横
田
　
計
夫
（
中
斉
自
治
会
）

　
杉
山
　
昭
二
（
押
上
町
自
治
会
）

❹
副
会
長
及
び
会
計
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上

　在
職
の
方

　
大
川
　
晴
久
（
第
二
旭
自
治
会
）

　
長
谷
川
光
夫
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
小
松
原
和
夫
（
富
士
見
西
部
自
治
会
）

　
匂
山
　
雄
二
（
藤
原
町
東
部
自
治
会
）

　
菅
　
　
明
子
（
第
三
門
井
自
治
会
）

❺
会
計
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
荒
井
　
鋭
治
（
二
佐
間
自
治
会
）

　
須
永
　
保
夫
（
佐
間
神
明
自
治
会
）

❻
行
田
市
自
治
会
連
合
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力

　さ
れ
た
方

　
新
井
　
教
弘
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
島
田
　
　
清
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
小
林
　
　
薫
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
矢
内
　
賢
一
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
前
原
　
眞
一
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
大
澤
　
文
男
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
家
中
　
　
浩
（
北
河
原
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
中
野
　
定
男
（
星
宮
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
光
山
　
博
文
（
太
井
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
山
崎
　
高
章
（
太
井
地
区
自
治
会
連
合
会
）

表
彰
状

感
謝
状

定
期
総
会

       

実
施
報
告



ぎ ょうだ 自 治 連 だ より 第９６号（2）２０２５年９月２６日

（2）（3）

〜
役
員
及
び
各
部
会
員
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

〜
役
員
及
び
各
部
会
員
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

顧
　問

　
　
阿
久
津
彰
男
（
前
自
治
連
合
会
長
）

会
　長

　
　
小
池
　
利
昌
（
本
町
）

副
会
長

　
　
髙
鳥
　
和
子
（
小
針
）

　
　
萩
原
　
　
実
（
冨
士
山
西
）

　
　
栗
原
　
光
夫
（
本
丸
）

　
　
長
岡
　
幸
雄
（
二
佐
間
）

　
単
位
自
治
会
、
自
治
会
連
合
会
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
他
の
部
会
に
属
さ
な

い
広
範
囲
に
お
け
る
自
治
会
の
運
営

等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。　

部
会
長

　
　
萩
原
　
　
実
（
冨
士
山
西
）

副
部
会
長

　
　
森
田
　
敏
一（
荒
木
上
宿
）

取
組
み

総
務
部
会

　
自
治
会
連
合
会
と
し
て
行
う
、
自

治
会
長
な
ど
を
対
象
と
し
た
各
種
研

修
の
計
画
立
案
及
び
実
施
方
法
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

部
会
長

　
　
髙
鳥
　
和
子
（
小
針
）

副
部
会
長

　
　
江
原
　
史
郎
（
三
持
田
東
部
）

研
修
部
会

取
組
み

令和６年度実施  自治会長研修

取
組
み

広
報
部
会

記事執筆に向けたインタビューの様子

　
単
位
自
治
会
及
び
自
治
会
連
合
会

の
活
動
に
つ
い
て
、
市
民
に
広
報
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、「
自
治
連
だ
よ
り
」

の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
ま
す
。　

部
会
長
　

　
　
栗
原
　
光
夫
（
本
丸
）

副
部
会
長
　

　
　
高
島
　
茂
夫
（
林
区
）

　
単
位
自
治
会
及
び
地
区
連
合
会

の
災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災
活
動

促
進
を
図
る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
ま
す
。　

部
会
長

　
　
長
岡
　
幸
雄
（
二
佐
間
）

副
部
会
長

　
　
小
林
　
秀
樹
（
第
二
谷
郷
東
第一）

　
　
加
藤
　
誠
一  （
中
里
）

取
組
み

防
災
部
会

令和６年度実施  防災部会研修会

ぎ ょうだ 自 治 連 だ より（3）第９６号 ２０２５年９月２６日

　
令
和
７
年
６
月
21
日
㈯
商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
１
研
修
室
に
お
い
て
、
新
任

自
治
会
長
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
今
年
度
新
た
に
就
任
さ
れ

た
自
治
会
長
51
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。

　
研
修
で
は
、
自
治
会
組
織
や
市
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
験
豊
富
な
自
治
会
長
か
ら

の
事
例
説
明
と
し
て
、
自
治
会
長
と
し

て
の
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
や
、
活
動

を
す
る
上
で
の
苦
労
や
工
夫
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。

新
任
自
治
会
長

　
　研
修
実
施
報
告

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
は
地

域
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す

が
、須
加
地
区
は
泥
棒
に
よ
る
犯
罪
が

多
い
地
域
で
す
。高
級
車
、ト
ラ
ッ
ク
、

農
機
具
、自
転
車
等
の
盗
難
に
は
じ
ま

り
空
き
巣
被
害
な
ど
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
に
は
程
遠
い
状
況
で
す
。須
加
地
区

連
合
会
長
に
就
任
し
て
最
初
に
取
り
組

ん
だ
事
業
が
防
犯
活
動
の
推
進
で
す
。

各
家
庭
に「
地
域
防
犯
活
動
実
施
中
」の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
玄
関
等
、目
立
つ

と
こ
ろ
に
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。防
犯

活
動
に
対
し
て
の
問
題
意
識
を
地
域
住

民
の
皆
様
に
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
、さ
ら
に
同
じ
内
容
の
大

き
な
看
板
を
作
り
、50
か
所
に
設
置
し

て
地
域
全
体
で
見
張
っ
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
、犯
罪
の
抑
止
に
少
し
で

も
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
自
治
会
の
統
合
で
す
。須
加
地

区
は
１２
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、１

区
か
ら
４
区
ま
で
の
自
治
会
を
統
合
す

る
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。と
も
か
く
、少
子
高
齢
化
、人
口
減

少
の
中
で
の
自
治
会

組
織
の
改
革
が
緊
急

の
課
題
で
す
の
で
、

地
域
住
民
の
皆
様
と

と
も
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い

所
存
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
長
野
地
区
つ
る
ま
き
自
治
会
の

漆
原
と
申
し
ま
す
。

　
自
治
会
長
の
仕
事
は
平
日
休
日
を
問

わ
ず
、携
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

理
解
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、若
干
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
古
い
慣
習
や
継
続
事
業
を
時
代
の
変

化
や
情
勢
に
合
わ
せ
て
変
え
る
事
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
単
位

自
治
会
で
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
高
齢
化
や
少
子
化
は
、地
域
を
問
わ

ず
自
治
会
運
営
上
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
の
で
事
業
の
見

直
し
や
予
算
配
分
等
も
考
慮
し
、地
域

の
皆
様
と
上
手
く
連
携
を
と
り
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
一
助
と
な
れ
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　
三
井
砂
原
自
治
会
長
を
拝
命
し
て
３

年
に
な
り
ま
す
。

　
自
治
会
の
運
営
重
点
目
標
を
防
災
活

動
と
し
て
お
り
ま
す
が
、自
治
会
員
の

高
齢
化
に
よ
る
防
災
意
識
が
あ
っ
て
も

な
か
な
か
行
動
が
伴
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
今
日
、明
日
ま
た
は
３０
年
後
か
わ
か

ら
な
い
大
災
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は

ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。

　
自
治
会
ま
た
は
地
域
の
行
事（
文
化

祭
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、公
園
の
草
と
り
、

防
災
訓
練
等
）に
積
極
的
に
参
加
し
て

近
所
づ
き
あ
い
し
、い
ざ
と
な
っ
た
ら
助

け
た
り
、助
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が

減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
助
け
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
自

助
活
動
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

会
長
　福
島
　伸
悦

須
加
地
区
自
治
会
連
合
会

会
長
　漆
原
　正
人

つ
る
ま
き
自
治
会

会
長
　橋
崎
　明
夫

三
井
砂
原
自
治
会

新
任
自
治
会
長
所
感

先
輩
自
治
会
長
か
ら



ぎ ょうだ 自 治 連 だ より 第９６号（2）２０２５年９月２６日

（2）（3）

〜
役
員
及
び
各
部
会
員
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

〜
役
員
及
び
各
部
会
員
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

自
治
会
連
合
会
組
織
紹
介

顧
　問

　
　
阿
久
津
彰
男
（
前
自
治
連
合
会
長
）

会
　長

　
　
小
池
　
利
昌
（
本
町
）

副
会
長

　
　
髙
鳥
　
和
子
（
小
針
）

　
　
萩
原
　
　
実
（
冨
士
山
西
）

　
　
栗
原
　
光
夫
（
本
丸
）

　
　
長
岡
　
幸
雄
（
二
佐
間
）

　
単
位
自
治
会
、
自
治
会
連
合
会
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
他
の
部
会
に
属
さ
な

い
広
範
囲
に
お
け
る
自
治
会
の
運
営

等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。　

部
会
長

　
　
萩
原
　
　
実
（
冨
士
山
西
）

副
部
会
長

　
　
森
田
　
敏
一（
荒
木
上
宿
）

取
組
み

総
務
部
会

　
自
治
会
連
合
会
と
し
て
行
う
、
自

治
会
長
な
ど
を
対
象
と
し
た
各
種
研

修
の
計
画
立
案
及
び
実
施
方
法
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

部
会
長

　
　
髙
鳥
　
和
子
（
小
針
）

副
部
会
長

　
　
江
原
　
史
郎
（
三
持
田
東
部
）

研
修
部
会

取
組
み

令和６年度実施  自治会長研修

取
組
み

広
報
部
会

記事執筆に向けたインタビューの様子

　
単
位
自
治
会
及
び
自
治
会
連
合
会

の
活
動
に
つ
い
て
、
市
民
に
広
報
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、「
自
治
連
だ
よ
り
」

の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
ま
す
。　

部
会
長
　

　
　
栗
原
　
光
夫
（
本
丸
）

副
部
会
長
　

　
　
高
島
　
茂
夫
（
林
区
）

　
単
位
自
治
会
及
び
地
区
連
合
会

の
災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災
活
動

促
進
を
図
る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
ま
す
。　

部
会
長

　
　
長
岡
　
幸
雄
（
二
佐
間
）

副
部
会
長

　
　
小
林
　
秀
樹
（
第
二
谷
郷
東
第一）

　
　
加
藤
　
誠
一  （
中
里
）

取
組
み

防
災
部
会

令和６年度実施  防災部会研修会

ぎ ょうだ 自 治 連 だ より（3）第９６号 ２０２５年９月２６日

　
令
和
７
年
６
月
21
日
㈯
商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
１
研
修
室
に
お
い
て
、
新
任

自
治
会
長
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
今
年
度
新
た
に
就
任
さ
れ

た
自
治
会
長
51
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。

　
研
修
で
は
、
自
治
会
組
織
や
市
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
験
豊
富
な
自
治
会
長
か
ら

の
事
例
説
明
と
し
て
、
自
治
会
長
と
し

て
の
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
や
、
活
動

を
す
る
上
で
の
苦
労
や
工
夫
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。

新
任
自
治
会
長

　
　研
修
実
施
報
告

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
は
地

域
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す

が
、須
加
地
区
は
泥
棒
に
よ
る
犯
罪
が

多
い
地
域
で
す
。高
級
車
、ト
ラ
ッ
ク
、

農
機
具
、自
転
車
等
の
盗
難
に
は
じ
ま

り
空
き
巣
被
害
な
ど
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
に
は
程
遠
い
状
況
で
す
。須
加
地
区

連
合
会
長
に
就
任
し
て
最
初
に
取
り
組

ん
だ
事
業
が
防
犯
活
動
の
推
進
で
す
。

各
家
庭
に「
地
域
防
犯
活
動
実
施
中
」の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
玄
関
等
、目
立
つ

と
こ
ろ
に
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。防
犯

活
動
に
対
し
て
の
問
題
意
識
を
地
域
住

民
の
皆
様
に
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
、さ
ら
に
同
じ
内
容
の
大

き
な
看
板
を
作
り
、50
か
所
に
設
置
し

て
地
域
全
体
で
見
張
っ
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
、犯
罪
の
抑
止
に
少
し
で

も
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
自
治
会
の
統
合
で
す
。須
加
地

区
は
１２
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、１

区
か
ら
４
区
ま
で
の
自
治
会
を
統
合
す

る
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。と
も
か
く
、少
子
高
齢
化
、人
口
減

少
の
中
で
の
自
治
会

組
織
の
改
革
が
緊
急

の
課
題
で
す
の
で
、

地
域
住
民
の
皆
様
と

と
も
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い

所
存
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
長
野
地
区
つ
る
ま
き
自
治
会
の

漆
原
と
申
し
ま
す
。

　
自
治
会
長
の
仕
事
は
平
日
休
日
を
問

わ
ず
、携
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

理
解
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、若
干
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
古
い
慣
習
や
継
続
事
業
を
時
代
の
変

化
や
情
勢
に
合
わ
せ
て
変
え
る
事
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
単
位

自
治
会
で
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
高
齢
化
や
少
子
化
は
、地
域
を
問
わ

ず
自
治
会
運
営
上
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
の
で
事
業
の
見

直
し
や
予
算
配
分
等
も
考
慮
し
、地
域

の
皆
様
と
上
手
く
連
携
を
と
り
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
一
助
と
な
れ
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　
三
井
砂
原
自
治
会
長
を
拝
命
し
て
３

年
に
な
り
ま
す
。

　
自
治
会
の
運
営
重
点
目
標
を
防
災
活

動
と
し
て
お
り
ま
す
が
、自
治
会
員
の

高
齢
化
に
よ
る
防
災
意
識
が
あ
っ
て
も

な
か
な
か
行
動
が
伴
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
今
日
、明
日
ま
た
は
３０
年
後
か
わ
か

ら
な
い
大
災
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は

ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。

　
自
治
会
ま
た
は
地
域
の
行
事（
文
化

祭
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、公
園
の
草
と
り
、

防
災
訓
練
等
）に
積
極
的
に
参
加
し
て

近
所
づ
き
あ
い
し
、い
ざ
と
な
っ
た
ら
助

け
た
り
、助
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が

減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
助
け
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
自

助
活
動
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

会
長
　福
島
　伸
悦

須
加
地
区
自
治
会
連
合
会

少
の
中
で
の
自
治
会

組
織
の
改
革
が
緊
急

地
域
住
民
の
皆
様
と

と
も
に
真
摯
に
取
り

会
長
　漆
原
　正
人

つ
る
ま
き
自
治
会

会
長
　橋
崎
　明
夫

三
井
砂
原
自
治
会

新
任
自
治
会
長
所
感

先
輩
自
治
会
長
か
ら



～親しみやすい自治会・そしてもっと身近な自治会～

第96号

編
集
・
発
行

行
田
市
自
治
会
連
合
会

広

報

部

会

ぎ ょうだ 自 治 連 だ より（１）第９６号 ２０２５年９月２６日

　
自
治
会
の
活
動
に
は
、
清
掃

な
ど
の
美
化
、
防
犯
、
防
災
活

動
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
や
、
地
域
の
祭
り
、

運
動
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域

の
親
睦
を
図
る
事
業
、
自
治
体

広
報
誌
の
配
布
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
地
域
で
は
、
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
お
祭
り
が
で
き

な
く
な
り
、
伝
統
文
化
の
保
存

や
継
承
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
限
ら
れ
た

役
員
の
動
員
な
ど
に
よ
り
運
営

す
る
ス
タ
イ
ル
も
限
界
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
幼
稚
園
や
保
育
園
で
も
園
児

が
少
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

単
独
で
行
う
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
耳

に
し
ま
す
。
そ
こ
で
近
く
の
幼

稚
園
や
保
育
園
に
呼
び
か
け
、

こ
ど
も
を
取
り
込
む
こ
と
で
親

も
取
り
込
み
、
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

今
ま
で
に
な
い
盛
大
な
お
祭
り

が
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
ま
た
、
市
民
運
動
会
で
す
が
、

各
地
の
住
民
の
減
少
に
よ
り
、

出
場
選
手
を
選
出
で
き
ず
、

「
お
楽
し
み
運
動
会
」
が
「
苦

し
み
運
動
会
」
に
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
競
争
で

は
な
く
、
市
民
の
皆
様
が
一
日

楽
し
め
る
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
も
の
で
す
。
　

（１）

（
１
）市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、み
ん
な
で
考
え

　
　
創
造
す
る
地
区
防
災
事
業
の
実
施
を
推
進
す
る

（
２
）研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

会
長

　小
池
　利
昌

行
田
市
自
治
会
連
合
会

忍
地
区
　
　
　
　
栗
原
　
光
夫
　
（
本
丸
）

行
田
地
区
　
　
　
小
池
　
利
昌
　
（
本
町
）

佐
間
地
区
　
　
　
長
岡
　
幸
雄
　
（
二
佐
間
）

持
田
地
区
　
　
　
江
原
　
史
郎
　
（
三
持
田
東
部
）

星
河
地
区
　
　
　
小
林
　
秀
樹
　
（
第
二
谷
郷
東
第
一
）

長
野
地
区
　
　
　
高
島
　
茂
夫
　
（
林
区
）

荒
木
地
区
　
　
　
森
田
　
敏
一
　
（
荒
木
上
宿
）

須
加
地
区
　
　
　
福
島
　
伸
悦
　
（
須
加
第
二
区
）

北
河
原
地
区
　
　
中
村
　
文
保
　
（
酒
巻
下
）

埼
玉
地
区
　
　
　
萩
原
　
　
実
　
（
冨
士
山
西
）

星
宮
地
区
　
　
　
加
藤
　
誠
一
　
（
中
里
）

太
井
地
区
　
　
　
段
下
　
茂
樹
　
（
深
水
町
）

下
忍
地
区
　
　
　
柴
田
　
公
司
　
（
堤
根
区
）

太
田
地
区
　
　
　
髙
鳥
　
和
子
　
（
小
針
）

南
河
原
地
区
　
　
間
宮
　
真
路
　
（
南
河
原
二
区
）

令
和
７
年
度

事
業
計
画
〈
重
点
実
施
事
項
〉

自
治
会
の
活
動

地
区
連
合
会
長
紹
介

■問合せ／行田市自治会連合会事務局　行田市役所地域活動推進課内 TEL:048-556-1111（内線251）

ぎ ょうだ 自 治 連 だ より 第９６号（４）２０２５年９月２６日

　
今
年
は
、
特
に
暑
い
、
熱
い
、

と
い
い
な
が
ら
、
朝
な
夕
な
に

ふ
っ
と
、
も
う
秋
の
気
配
を
感

じ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
各
自
治
会
で
は
、

夏
祭
り
等
々
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
、
苦
労
し

た
こ
と
を
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
お
寄
せ
下
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
御
執
筆
頂
き
ま
し

た
方
々
に
は
、
大
変
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
広
報
部
会  

副
部
会
長
　

高
島
　
茂
夫

集
編

記
後

（4）

ぎょうだ自治連だよりの
電子版はこちらから！
●自治会に関する情報を発信して
　います。

　
令
和
７
年
５
月
24
日
㈯
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
の

自
治
会
連
合
会
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
３
０
名
を
超

え
る
自
治
会
長
の
出
席
が
あ

り
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
や

令
和
６
年
度
事
業
実
施
報
告
、

令
和
７
年
度
事
業
実
施
計
画
、

令
和
７
年
度
行
政
事
務
協
力

依
頼
事
項
な
ど
、
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
令
和
７
年
５
月
24
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総

会
に
お
い
て
、
自
治
会
に
対
す
る
功
労
顕
著
な
方

21
名
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
連
合
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
方
10
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

❶
自
治
会
長
及
び
副
会
長
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以

　上
在
職
の
方

　
遠
藤
　
利
男
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
持
田
　
博
史
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
町
田
久
次
郎
（
緑
町
自
治
会
）

　
清
水
善
太
郎
（
一
持
田
北
自
治
会
）

　
小
林
　
秀
樹
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
高
島
　
茂
夫
（
林
区
自
治
会
）

❷
自
治
会
長
、
副
会
長
及
び
会
計
と
し
て
通
算
し

　て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
島
田
　
晴
義
（
元
内
大
手
自
治
会
）

　
清
水
　
敏
弘
（
元
内
大
手
自
治
会
）

❸
副
会
長
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
栁
　
　
尚
道
（
宮
本
自
治
会
）

　
荒
井
　
　
孝
（
二
佐
間
自
治
会
）

　
瀧
田
　
孝
市
（
第
二
谷
郷
新
田
自
治
会
）

　
猪
野
　
　
勝
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
横
田
　
計
夫
（
中
斉
自
治
会
）

　
杉
山
　
昭
二
（
押
上
町
自
治
会
）

❹
副
会
長
及
び
会
計
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上

　在
職
の
方

　
大
川
　
晴
久
（
第
二
旭
自
治
会
）

　
長
谷
川
光
夫
（
第
二
谷
郷
東
第
一
自
治
会
）

　
小
松
原
和
夫
（
富
士
見
西
部
自
治
会
）

　
匂
山
　
雄
二
（
藤
原
町
東
部
自
治
会
）

　
菅
　
　
明
子
（
第
三
門
井
自
治
会
）

❺
会
計
と
し
て
通
算
し
て
10
年
以
上
在
職
の
方

　
荒
井
　
鋭
治
（
二
佐
間
自
治
会
）

　
須
永
　
保
夫
（
佐
間
神
明
自
治
会
）

❻
行
田
市
自
治
会
連
合
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力

　さ
れ
た
方

　
新
井
　
教
弘
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
島
田
　
　
清
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
小
林
　
　
薫
（
持
田
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
矢
内
　
賢
一
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
前
原
　
眞
一
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
大
澤
　
文
男
（
須
加
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
家
中
　
　
浩
（
北
河
原
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
中
野
　
定
男
（
星
宮
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
光
山
　
博
文
（
太
井
地
区
自
治
会
連
合
会
）

　
山
崎
　
高
章
（
太
井
地
区
自
治
会
連
合
会
）

表
彰
状

感
謝
状

定
期
総
会

       

実
施
報
告


